


2は 製 品 自体 の透 水係数 の 良好 さ もさ る こ となが ら、 ド レー

った。 これ に対 してM 3は 製 品 自体 の透 水係数 も

低 く、 かつ打 設 後 の透水 係数 の低 下 が著 しい。 打    _ 2

設 後 の透水係数 の低 さ とい う観 点か ら、 ド レー ン   1°
k

材 の長 期 効 果 とい う点 で M l , 3 , 4 は 疑 間 が 残 る。 ( c m / s e c )

4 . 目 詰 クの 微 視 的 観 察

各圧 密段 階 の ドレー ン材 お よび未 使 用 の ものに

つ いてそ れぞ れ表 面 お よび断 面 を走査 型電子 顕 微

鏡 を用 い て観 察 した。 そ の例 として ドレー ン材 M

4を 写 真- 1に 示 してい る。 ド レー ン材 の間隙 の

大 きさや形 状 は材 質 に対応 して変 化 して お り、M

3の 間隙 は極 端 に小 さ く透水係数 の低 さの主 因 で

あ る。 またM l , 2 , 4は そ の表 面構 造 が繊 維 質 で あ

る ことでは等 しいが、 間隙 の大 きさや形状 はそれ

ぞ れ異 な ってい る。 ド レー ン材 の フイル ター 層 部

分 の断面 へ の粘 土 の侵 入 の様子 は、 N c  l , 2 , 4などの繊 維 質 の表 面構造 を有 す る場 合 はヽ 表 面 か らある深 さま

で均一 1 / C粘土 の侵 入が見 られ るの に対 して、 多孔 質構 造 を有す るM 3の 場 合 は、 穴 の部 分 にのみ塊 状 に な っ

て粘 土 が侵 入 していた1 )なか当然 の こ となが ら圧 密度 の増 大 に伴 って粘 上 の侵 入量 は大 き くな る。 し か し4

者 と も ドレー ン材 の排 水用 内部 門隙 には粘 土 の侵 入が全 く認 め られず、 ド レー ン材全体 と しての損失 水頭 は

そ れほ ど増 大 してはい ない と結論 じ うる。

使 用 前

U = 9 0 % 時

-3
10

・
４

０

1%in    2・165

図 - 2  透 水 係 数 の 推 移

２７

¨

写 真
- 1

5 .ぉ ゎ りに

人工樹 脂系 ペー パー ドレー ン材 において、 目詰 り現 象 は粘 土 と直接 に接 す る ドレー ン材 表 面 の フイル ター

層 内 に とどま り、 そ の 内部 の鉛 直排水 用間 隙 には及 ば ないた め、 ド レー ン材全 体 の排 水機 能 はそれ ほ ど損 わ

れ ない ことが 明 らか に な った。 しか しなが ら、 ある ドレー ン材 は フイル ター 間隙へ粘 土が塊 状 に詰 り透水 係

数 が著 し く減 少す る。 この時原 地盤 の透水 係数以 下 に まで低 下 す る よ うに な る と ドレー ン材 の損失 水頭 は無

視 しえ な くな る。 今後 は、現場 に打設 され た場 合 の数 力月 あるい は数 年 の長 期 にお よぶ ドレー ン材 の特性 に

つ い て も検討 す る予定 で ある。 「 参考文献 J l )松 尾 ら :土 木学 会 関西 支部年 次学 術 請 演会概 要 集 , 1 9 8 2
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ン材 の打 設 後 も透 水 係 数 の 低 下 が 比 較 的 少 な か
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